
仮想マシンを用いた
8K超高精細映像配信サーバの

実現
2018.6.20

NII open forum 2018

神奈川工科大学 池田哲也、 丸山充

1



概要
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■ デモンストレーションのお知らせ
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背景

■ クラウドサービスの普及によるデータの在り方の変化

– 各組織内に分散されていた
あらゆる情報はDC内で集中
管理

■ ネットワーク上を通過するトラフィックが加速度的に増大
– バックボーンの広帯域化→40GbE,100GbE

– ハードウェア開発→400GbE、1TbE

– 広帯域のメリットを活用したサービス展開が可能
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研究概要

■ 本研究室では10Gbpsを超える8K非圧縮超高精細映像をIP網内
でリアルタイム配信する研究を行う

– NII NFV, NICT StarBED環境の活用
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札幌雪まつりでの
over100Gbps-8K伝送実験(2017年2月)



モチベーション

■ 放送、映像制作分野
– クラウド上での仮想編集設備を設け、コンテンツ制作の
裾野を拡大

■ 医療分野
– 内視鏡モニタ映像の8K化
– 遠隔診断を自在に行う環境の実現
– 内視鏡映像や顕微鏡映像のDB化、医学教材としての利活
用

■ データセンタには余剰能力がある
– VMを多拠点に配置して相互連携できれば、DCの空きリ
ソースを活用した柔軟かつ低コストにシステム構築が可
能
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神奈川工科大学の検証環境

■ 検証環境を日頃からご提供頂きありがとうございます！！

■ 神奈川工科大学はSINET5と100G回線で常時相互接続

■ 高精細映像配信の検証、実験ネットワークの構築を通した学生の技術習得の場
として活用
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IP映像伝送技術

■ 基本コンセプト : SDI/3G-SDIをトランスペアレントに並
列伝送
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マルチレーンストリーム技術
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NII NFV環境の活用に向けて

■ OpenStack上の仮想マシン(VM)を用いた、8K非圧縮超高精細映
像配信サーバの実現を目指している

■ リアルタイム配信性能：8K-DG(24Gbps)

■ 高速なネットワークとサーバリソースを最大限活用したシステ
ム提案

■ 既存の大容量ストリーミングシステムをより柔軟に、利用者に
は低いコストで構築可能に
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システム比較
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システムのVM化における難しさ

■ リソースを共有する環境下におけるリアルタイム性の担保

– ① VM毎の映像データの読出し性能のばらつき

– ②送信レートが安定しない

– ③VM同士の同期ずれ
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①VM毎の映像データの読出し性能のばら
つき

■ 全てのVMは共有のディスクサーバをマウントしている

■ ディスクサーバ内に8K映像ストリームデータが格納されており、各VM

はデータベースに基づき所定のストリームを参照して読み出す。

■ 同時に読出しを行うVMが増加するほどディスクアクセスで競合が発生
しロスが出る

■ VM化によるオーバーヘッドで読出し性能が約27%低下する
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②送信レートが安定しない
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■ 送信側伝送レートで突発的な揺らぎを確認（赤丸部
分）

– 映像の乱れに

dstatコマンドで計測
1VMの要求性能：

3Gbps=382MB/sec

カーネルパラメータの
メモリ部を拡大してある程度の対処が可能



③VM同士の同期ずれ

■ アプリケーション側で再生開始の命令を下してから実際にVMがス
トリームを伝送するまでに時間がかかる

– 物理サーバに比べて映像伝送の乱れが起こりやすい

■ 再生開始時に数秒分の映像フレームをバッファリング

■ 送出タイミングを同期して実行

etc…
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事例紹介
NICTさっぽろ雪まつり伝送実験トライアル(2018.2)

■ SINET5網,JGN網を用い、NFV東京の仮想サーバから
「うめきた(大阪)」へ24Gbpsの8K非圧縮映像のマル
チキャスト配信に成功

■ NFV東京の共有ストレージに8K映像素材(3G×8スト
リーム)を保存、構築した8VMを並列稼働させ再生
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事例紹介
Interop Tokyo (2018.6.13-15)
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■ SINET5網,JGN網,商用網を使用

■ ひとつの映像を形成するための8ストリームを多拠点のサー
バに分割して蓄積し、幕張メッセブース内で同期、合成して
再生

– 東京DC１VM

– 北海道DC 物理サーバ1台

– 大阪DC 物理サーバ1台

– 福岡DC１VM

– 北陸StarBED 物理サーバ4台



Interopシステム概要
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開発システム構成
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SINETの海外接続
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87ms
遅延付加

119.5ms
遅延付加

拠点毎に海外を通した経路を用意、
意図的に遅延を付加した状態で受信側拠点で
遅延調整機能を動作させ映像を同期させる

遠隔地の分散サーバの並列同期と端末に届く複数のストリーム間の
遅延差の吸収が課題



遅延調整機能あり、なし
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まとめと今後の課題

■ SINET NFV環境にてVMを用いた分散型8K超高精細
映像配信サーバを構築中

■ 今後の課題

■ 仮想環境上での本システムのボトルネックの解決に向け
た新たなアプローチの検討

■ 多拠点を用いた映像配信環境の完全VM化

■ VMの空きリソースをリアルタイムに観測し負荷を適切に
割り当てるリソースマネージャの実装
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デモンストレーションのお知らせ

■ 本館2F展示ブースにて8K超高精細映像のリアルタイム配
信を行っています

■ お時間のある方はぜひブースまで足をお運びいただけま
すと幸いです。
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付録；その他の知見…

■ トータルのディスク読み出し性能は、VM数が少ない
ほど競合が減るためロスが少なくなる

– 現状8K-DG映像伝送に必要な性能は1VM3Gbps

■ ディスクコントローラのマウントの分散について

– 各DCの利用状況が映像品質に影響

■ VMがCPUリソースの取り合いを起こすことのないよ
うCPU-pinningを有効化

24



物理サーバに配置するVM数

■ 物理サーバ上に複数のVMを動作させベンチマークソフトを実
行させた場合のトータルスループット
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サーバに対し1VM

サーバに対し8VM

VMを同一サーバ上にまとめて構築するとスループットが上昇する反面、
パケットロスが増加し映像品質は低下する結果に
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